生活習慣病予防健診実施要領
１．目的

　　　被保険者及びその被扶養者の生活習慣病の早期発見・早期治療を図るとともに各事業所の健康管理の一助とする。

２．実施期間　　　　　4月1日から2月末日まで
３．実施主体　　　　　滋賀県農協健康保険組合
４．健診委託先機関

　　　　  滋賀県厚生農業協同組合連合会　及び

　　　　  委託先病院（健保組合が指定する医療機関）

５．受診資格及び留意点

令和3年3月31日現在に当健保組合被保険者及び被扶養者である配偶者、かつ、令和4年4月1日現在30歳以上である方、を対象者とし、これ以降の資格取得者は受診できません。また申込時点に被保険者の資格があり対象者であっても、健診日時点に被保険者資格を有しない者は受診できません。
６．健診の種類・対象者

	種類
	対象

	基本健診
	病院健診
	一般健診
	３０歳以上の「被保険者及び被扶養者である配偶者」

	
	
	一般健診＋付加健診
	４０歳以上の「被保険者及び被扶養者である配偶者」　

	
	厚生連健診
	Ｂコース健診
	３０歳以上の「被保険者及び被扶養者である配偶者」

	
	
	ＪＡドック健診
	４０歳以上の「被保険者及び被扶養者である配偶者」　


	特定健診
	
	特定健診
	４０歳以上の「被扶養者」


＊令和4年4月1日現在で、４０歳以上の受診者は、生活習慣病予防健診のいずれの
基本健診を受診しても、「特定健康診査」の受診を兼ねています。
	オプション

検査
・基本健診を受診した医療機関で追加として選択し、受診することができます
・また受診医療機関で実施していないオプションを他の医療機関で受診することはできません
	ピロリ菌検査
	３０歳以上5歳毎の方のみ
（30、35、40、45、50、55、60、65、70）

	
	子宮がん検診
	３０歳以上の女性

＊20歳代の子宮がん健診は別途要領による

	
	肝炎検査
	４０歳以上５歳毎の方のみ

（40、45、50、55、60、65、70）

	
	前立腺がん検診

　　（ＰＳＡ検査）　　
	５０歳以上の男性

	
	乳腺超音波検査
	どちらか
１つの
選択受診
	３０歳以上の女性

	
	マンモグラフィー

（乳がん検診）　
	
	４０歳以上の女性

	
	肺ドック
	どちらか
１つの
選択受診
	５０歳以上の方

	
	脳ドック
	
	５０歳以上の方


· ４０歳以上の任意継続被保険者へは、直接当健保組合より病院健診について案内をいたします。
生活習慣病予防健診の項目や委託先病院につきましては、項目表・委託機関・オプション一覧を参照してください。

７．留意点
健診を二重に受診することはできません。また、オプション検査のみの受診はできません。受診資格を満たさない方や二重に受診された場合については、その費用を受診者又は事業所に請求することになりますので、ご了承ください。
８．健診申込期日

　　  健保組合の健診申込受付締切期日は、5月末日とし、これ以降は受付できませんのでご注意ください。

９．費用
　　　健診に要する費用のうち、一部を健保組合が負担します。残りの費用は事業所及び受診者負担です。（病院健診費用補助額は病院により異なり、別紙参照）
	J　A　滋　賀　厚　生　連　健　診　料　金　お　よ　び　負　担　割　表

	項目
	対象者
	健診料金
（消費税込）
	健保助成金額

	Bコース健診
	30歳以上
	被保険者
	21,000円
	13,000円

	
	
	被扶養配偶者
	21,000円
	10,000円

	JAドック健診
	40歳以上
	被保険者
	31,500円
	19,000円

	
	
	被扶養配偶者
	31,500円
	14,000円

	特定健診
	40歳以上
	被扶養者
	6,300円
	全額助成


＊脳ドッグ・肺ドッグ・ピロリ菌検査に関しては、自己負担金があります。各病院により異なりますので、別紙参照してください。

＊その他のオプション検査についての自己負担金はありません。（ただし受診年齢など受診資格を満たさない場合は自己負担となります）
１０．健診実施手順

（１）病院健診（一般健診、一般健診＋付加健診）
　　　「病院健診実施手順」参照

（２）厚生連健診（Ｂコース・ＪＡドック）
　　　「厚生連健診実施手順」参照
（３）厚生連健診（特定健診）
　　　「特定健康診査・特定保健指導実施要領」参照

１１．病院健診受診手続きの留意点

（１）担当者は受診に際し、次の点を受診者に周知徹底してください。

①健診の案内・健康調査票の注意事項を厳守すること。
②健康質問票・健康調査票等は必ず記入し、健診当日受付に提出すること。
③健診受診券を当日受付に提出し、個人負担金を支払うこと。
（受診券に記載されていない内容の受診は全額自己負担となります。）
　　　  ④指定された健診日時を厳守すること。
　　　　 (受診者はやむを得ず指定された日時を変更する際は、事前に事業所担当者に申し出て、無断で取り消すことのないように指導してください。）

（２）受診日の変更を必要とするときは、担当者が委託先病院と直接連絡調整し、変更日を健保組合へ連絡してください。
１２．健診結果の通知及び処理について
（１）健診結果通知について

・委託先病院受診（一般健診、一般健診＋付加健診）の場合

本人分は受診病院より直接自宅に、事業所控分は病院より事業所担当者に、健保組合控分は病院より健保組合に送付。

・厚生連（Ｂコース・ＪＡドック）

厚生連から本人分、事業所控分を事業所担当者に、健保組合控分は健保組合に送付。

＊任意継続被保険者については、本人分は受診病院から直接自宅へ、健保組合控分は健保組合に送付。
（２）健診結果の取り扱い上の留意点

・労働安全衛生法による事業所の定期健康診断に代わるものとして健診を実施している場合は、事業所において保管もしくは健康管理台帳などに記入し保存してください。また、各自の健康管理に役立てるため、受診結果票を大切に保管するよう受診者に周知徹底を図ってください。
＊個人の健康管理として受診している場合は受診確認のみを行い、健診結果の保管については、各事業所の就業規則等に従って処理してください。

（３）事後措置

　・健診結果により異常所見があった者について、労働安全衛生法に基づき、以下のような必要な措置をとるようにしてください。
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・申込みをしながら健診を受診しなかった者、精密検査や治療が必要とされながら再検査を受診しなかった者への対策を講じることは、各事業所の健康管理体制を推進する上で必要です。
二次検査（受診勧奨）　療養指導　産業医・保健師等による事後指導　保健事業の活用　労働環境（就業場所・内容・時間等）の配慮　安全衛生委員会等の開催　等
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